
会 議 結 果 報 告 書 

 

会議名 令和７年度大野中地区まちづくり会議(第４回全体会) 

開催日時 令和８年２月１８日（木） 午後７時００分～午後８時４５分 

開催場所 大野中公民館 1 階 大会議室 

出 

席 

者 

委 員   １５人（別紙のとおり） 

その他    ３人（市資源循環推進課・清掃施設課・廃棄物政策課） 

大野中まちづ

くりセンター 
   ２人 

公開の可否 ■可  □不可  □一部不可 傍聴者数 ０人 

公開不可・一部不可

の場合は、その理由 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



審  議  結  果 

 

１．開会 

 

２．会長あいさつ 

 

３．議 題 

（１）相模原市のごみの現状と課題について（資源循環推進課、清掃施設課、廃棄物

政策課） 

廃棄物政策課が資料に沿って説明をした。質疑は以下のとおり。 

【質 疑】 

・令和８年１０月からの家庭家系ごみの収集品目の変更について、自治会への周知の

仕方やスケジュールは。（細谷委員） 

⇒５月中に全世帯にチラシを配布し、５月下旬から８月にかけて各地区２回ずつ説

明会を開催する。９月頃には全世帯にパンフレットを配布し、併せて、駅前での

啓発活動や動画作成、外国人の雇用者がいる企業にも案内を行っていく。ごみ集

積場所の看板の変更も行う。（資源循環推進課） 

・看板の変更は誰が行うのか。（細谷委員） 

⇒地域の皆さんにご協力をいただきたい。（資源循環推進課） 

・パンフレットの外国語対応について、何か国語に対応か。また、麻溝台環境事業所

でも資料をいただけるようにして欲しい。（大久保委員） 

 ⇒パンフレットは日本語版と同時には作成できないが、徐々に紙で５か国語、デー

タでさらに３７か国語に対応予定。看板も外国語版の作成を検討しているが、今

回の変更に合わせて新たに作成していく予定で、所管の環境事業所で配布できる

ように検討する。（資源循環推進課） 

・全世帯への配布の方法は。（原口副会長） 

 ⇒自治会未加入世帯も含めて委託業者によるポスティングにより配布する。（資源循

環推進課） 

・集団資源回収についても同様のルールとなるのか。雑誌を出すこともできるのか。

（川島副会長） 

 ⇒今回の変更はごみ集積場所の分別ルールの話である。雑誌などの集団資源回収に

ついては、回収業者の指示どおりにしていただきたい。（資源循環推進課） 

・ごみの分別がしっかりできていないのは、集合住宅の方に多いのではないか。（森会

長） 

 

 



 

（２）令和８年度の委員の推薦について 

 大野中まちづくりセンターから２年毎の輪番制の団体は、令和８年度で変更になる

ため、委員推薦書を提出するよう説明した。その他の常任の団体は、委員変更がある

場合のみ提出するよう説明した。 

 

（３）令和８年度地域活性化事業交付金の募集開始について 

 大野中まちづくりセンターから別紙募集要領等のとおり説明をした。 

 

（４）地域活性化事業交付金活用事業『古淵ワイルドフェス』の実施報告について（一

般社団法人はてなボックス） 

 一般社団法人はてなボックスの竹川事務局長から資料に沿って説明をした。来年度

についても、交付金を活用してイベントを実施予定とのこと。質疑については、以下

のとおり。 

 

【質疑】 

・参加者８００人の数え方と音響設備が交付金の対象となるのか。（山本委員） 

⇒法被を８００人に配布したので、それをもとに８００人とさせていただいた。（竹

川事務局長） 

⇒音響設備に要した費用は、交付金の対象経費として認めている。（大野中まちづ

くりセンター） 

 

 

（５）『令和８年度大野中地区まちづくりを考える懇談会』のテーマの検討について 

 大野中まちづくりセンターからの説明の後、以下のとおり、各委員からテーマ案に

関する意見があった。なお、今回の意見をもとに、今後、役員会で精査を行い、次回

全体会でテーマの決定を行いたい旨の説明をした。 

 

【各委員からの意見】 

・高齢者の見守りや活動支援などの高齢化対策はどうか。（細谷委員） 

・令和６年度の懇談会のテーマだが、当時あまり現実的な話にならなかったので、改

めて高齢者の移動支援でどうか。（川島委員） 

・令和７年度の懇談会のテーマだが、結局どうなったのか分からずに終わってしまっ

たので、防犯対策にして形に見える形にできれば。（玉利委員） 

・商店街が衰退しているので、商店街についてはどうか。中小の個人店はシャッター

が閉まっており、そうしたこともあって、遠くのお店まで足を運ばないといけない。



路線バスもあるが、大沼の方では乗っている人も少ないので、運行本数の確保のた

めにも、例えば、古淵駅を発着で循環型のコースにできれば。（大久保委員） 

・大野台４丁目からフードワンまで１ｋｍ程、高齢の女性が買い物のカートを押して

歩いているのを見るので、高齢者の買い物支援はどうか。（髙安委員） 

・高齢化対策としてごみの収集についてどうか。市では、ふれあい収集という要介護

２以上の高齢者や身障手帳１・２級の障害者等を対象とした戸別収集の支援を一部

地区で実施しており、今後、実施エリアを拡大していき、２０２８年度には全市に

展開していくという話を聞いた。しかし、９０歳の方が市に相談したら、要介護認

定を受けていないから断られたという話も聞いたので、要件緩和や全市展開のスピ

ードアップを求めてはどうか。（高橋委員） 

・高齢者のためのまちづくりとして、大沼神社付近の歩道のでこぼこを直していただ

きたい。また、カートは引っ張ると体に歪みが生じるので、押す方がよい。（西口

委員） 

・高齢化にプラスして少子化対策はどうか。また、それ以外では、空き家対策、富士

山の噴火を想定した災害対策、北里大学病院前の県道拡幅等の公共事業。市の過去

の検討事項のその結果。（山本委員） 

・こもれびの森の清掃をしており、保全団体でも清掃をしているが、不法投棄が多い。 

また、子どもの居場所づくりとして、中学生が親と関係が悪く自宅にいたくない場

合や、勉強をするために公民館を開放してはどうか。（岡崎委員） 

・小学校の集団登校もなくなってきており、自治会や PTA にも入っていない世帯も増

えており、子どもが１人で交差点を渡ろうとしているのを見て、心配しているので、

少子化対策はどうか。（谷委員） 

・平成３０年度の「地域の人と人が助け合える体制づくりについて」がよいのでは。

（原口委員） 

・公民館のイベントを開催しても、西大沼３・４丁目の児童の参加が少ない。大沼の

道路が、横断道路が少なくて渡るのが怖いから、というのが理由としてあるそう。

歩道のでこぼこを直したり、電信柱をどうにかしたり、自転車専用レーンを増やす

などして欲しい。（佐藤副会長） 

・災害対策はどうか。災害時に避難所へ避難とか、自宅待機とかわかるような表示が

あるとよい。また、市では、中央区の倉庫に４００人分の食糧しかストックしてい

ないと聞いた。（小林委員） 

・商店会について、物売りの店が非常に減少しており、商店会は高齢化や跡継ぎの問

題もあって、５年以内に消滅してしまうのではないか。また、継承できても６０代

くらいの店主で、更にその次の世代への継承までは期待できない状況である。（田

村委員） 

 



（６）令和８年度の会議日程について 

 大野中まちづくりセンターから別紙のとおり説明をした。 

 

（７）その他 

 森会長から地区民児協の中村委員が体調不良で欠席しているため、代理出席を依頼

すべきかどうか意見があり、次回、３月２４日の役員会までに改めて様子を確認して、

判断していくことになった。 

 

４．閉会あいさつ（原口副会長） 

 

以 上 

 



大野中地区まちづくり会議委員名簿 

（まちづくり会議委員の役職：会長◎、副会長◇） 

No 推薦団体名 役職等 氏名 備考 

1 大野中地区自治会連合会 会長 ◎森 逸雄 出席 

2 大野中地区商店会 代表 ◇田村 小次郎 出席 

3 大野中地区老人クラブ連合会 代表 ◇小林 太 出席 

4 大沼公民館 館長 ◇佐藤 純 出席 

5 大野中地区社会福祉協議会 会長 ◇原口 和博 出席 

6 大野中地区民生委員児童委員協議会 会長 中村 伸江 欠席 

7 大野中地区自治会連合会 副会長 細谷 剛 出席 

8 大野中地区自治会連合会 副会長 川島 光子 出席 

9 大野中地区自治会連合会 副会長 玉利 博 出席 

10 大野中公民館 館長 大久保 宗俊 出席 

11 大野台公民館 館長 髙安 祥介 出席 

12 大野中地区子ども会育成連絡協議会 代表 野口 裕光 欠席 

13 大野中地区防犯協会 代表 平野 大介  欠席 

14 大野中地区交通安全母の会 代表 古賀 幸枝 欠席 

15 大野中地区連合自主防災隊 代表 髙橋 健一 出席 

16 相模原市消防団南方面隊第３分団 代表 西口 卓也 出席 

17 大野中地区企業（大野台事業所協議会） 代表 末廣 誠司 欠席 

18 大野中地区青少年指導委員 代表 山本 達郎 出席 

19 大野中地区スポーツ推進委員 代表 金本 祥司 欠席 

20 大野中地区小学校ＰＴＡ 代表 岡崎 香 出席 

21 大野中地区中学校ＰＴＡ 代表 小林 靖志 欠席 

22 大野中地区健康づくり普及員 代表 小助川 和夫 欠席 

23 大野中地区ボランティアグループ 代表 本田 清子 欠席 

24 大野中地区地域包括支援センター 代表 谷 梨絵 出席 
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現状と課題について
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一般廃棄物最終処分場(シゲンジヤーパーク)の課題
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ごみ総排出量の推移と政令市比較
0市のごみ総排出量の推移
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【清掃総務費】   約49億円
.資源収集・処理
・職員給与
・その他事務貴

【塵 芥 処 理 費 】   約 49億円
・清掃工場や最終処分場の維持管理
・家庭ごみの収集運搬
.ごみ収葉車両の購入や維持管理

【し尿処理費】    約4億円
【塵芥処理施設建設費】約3億円
・工場の大規模修結

ごみの量は減って

|よ いるが.政令市
の中では多t'■ ,

ごみ処理の費用
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合計 約105億円(R6-般会計決算 :約3500億円)
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現在i里立て面(地表面とほぼ同じ高さ)

第 2期整備地 (平成2o年埋立開始当時撮影 ) 第 2朗整備地 (令和フ年 9月撮影 ,

岬立匿11時

あと12年(令和19年 )で

満杯になつてしまう見込み

第2期整備地 (令和7年 つ月猥影)  10

/候補地となつた地域住 の理解が必要

上から撮影

次期一般廃棄物最終処分場整備の課題

一般廃棄物最終処分場(シゲンジヤーパーク)の課題(再掲)

‐
●

|●

/立地可能な幽 立」極奎【限られる
(広大な土地が必要、法規制など)

(最終処分場のある地域への負担)

/整備に多笙の豊]と時固が掛かる
(用地取得、工事など)
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一般廃棄物最終処分場整備による地域負担(麻溝地区の例)

/

一般廃燎物轟終処分場

(シケンシヤーバーク )

く南区麻潤5

次期一般廃菫物最終処分場

候補地 2カ 所 く南区薦清台,

市民全体が課題として認識し、

ごみを減らしていくことが大切

12

′昭和54年から現在まで最終処分場があり続けており、
次期候補地にもなつている

′次期候補地となつた令和4年から現在に至るまで
話し合しヽが続いている

′麻溝地区には清掃工場も立地している

特定の地域に負担が掛かっている状況

次期一般廃棄物最終処分場整備の課題

13
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ごみ集晨場所に:Hされた
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1

買い拘前に

冷蔵庫をチェック
また食へられる |

食,・4をヽ駄にしない

買い詢時に

4.てまえどり
会捜時には

食べ切れない時は

6.mottECO(もってこ)

使わない食材ほ

7.フードドライブ
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ごみ減量の効果

ごみ処理経費削減

1年間で約7～ 8億円

紳 鰤 瓢 紳 紳
年間 26.000トン
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今後に向けた市の取組(家庭系ごみ)
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今後に向けた市の取組(家庭系ごみ)

侑害ごみとしてリチウムイオン電池‐ 電池■)

・ベットボト′い有言ごみの日を新設   19
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1)民間事業者と連携したリユースの推進 (令和7年4月開始)

( i,vr7^-l\'--rEqE (,(4ariE++e,- &ra=)
くその他.検討している事>
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2)

現在 変更後 (R8」 0～ )

・プラステックー括回収
(製 品フフ.容器包装ブラ)

・ミックスペーバーー括回収
祗 製客器包装織 誌掟 紙等,

.リ テウムイオン電池等を回収

0

に ヽ ●い ●|●¨

塚 にごみの有料化

=帷
ごみの戸別収集 .
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おわりに

本日はありがとうございました

多くの皆さんに更なるごみの減量化・資源化に取り

組んでいただけるよう、本日の内容をご家族やお知

り合いの方々にも伝えていただけると幸いです

20
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ごみの分別について

相模原市ではごみなどを 哺

,,
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■

羊細)

r―,豪皇力燿彙鑢,■
`痛

区鷹薫吉,』

・,,`― H20(第 1期堅嬌地,

′

■ ■20-ヽ1,●■予t(■2●菫薇t,

令1,4年 ‐禽●|,整

`0

TE,オ‐,`年■ ||′望
"

ヨ

欄

枢

中
央
区

南

Ｚ

埋立て量 (R2～ 6平均)

=■
1.V万●,

次の4つに分けています

ヽ  コ

相模原市ではステーション収集 (集積所)を実施
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集積場所の数(R6)ごみ焼苺量(R2～ 6平均)
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金小学校(4年生)への出前授業
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この|,か |=も .イバント常ての啓発ブースの出展や

[きれいなまちづくりの日(5月 30日 )」 キ‐ン′ヽ|‐ン′,

実施.中小事業者の訪問抱準などを行っています !
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相模原市の4Rに関する情報発信
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今後に向けた市の取組(事業系ごみ)
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劇11発

・資源化可能物(紙類や布類)約 12° .

・食品ロス         約19° .

。 まだまた減らす努力がで,そう
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C02(二酸化炭素)の排出呈

址球温暖化が世界的な訳題と言|〕れ
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(対象団体)

脊少年指導員.メポーン椎適員.小学技PiA.中 学校PTA.
健康づく,普及員.ボランティアグル ―ヽプ.地域包

"支
援センター

争  `ェ

時下ますますご清来のこととお喜び中し上げます.

日頃から.大野中地区のまちづくりの推迪につきまして.ご,D:と ご猛力を賜,厚

くお,L申 し上げます.

さて.大野中地区まらちくり会議委員について.公民鉗や学校の関係者等持ち回り

の各薇団||に あつては.任抑が2年 となっております.

つきましtl`.令和 8年度.9年度の委員として別紙「まちづくり会議委員機番衰i

に基づき.対豪となる各団体れ ヽ表者 1名 を次のとお,ビ推

"い
ただきますよう

よろしくお願い申し上げます.

大野中地区
=ち

ちく,会議チ晨の推蘭 |●つい‐
(隊 ,動

li務,.1(六呼中まらづ く

'セ
ンター )

TEL i 042・ 741・ 6C,5 FAXI《 :,42-,4●
-1836  ,1(+

●提出

'規

日

0枷 回
「

の会護 (Jlo開催)か
'●

祉蒔替たとなる場合

②第2回 Fの会議 (67181■催)iヽ ら推劇替ぇとなる場合

3月 18日 (水)ま で

5月 13ド (水,ま で

※提出期日までに掟蘭が円軋な場合は.■前にご連絡ください.

※推薔替えまでの間は.前にの方に会議の出席をお願いしております.

※まちちくり会議の日程については.別1(「まちづくり会議日を表」のとおりです.

11月 頃に開世予定の「大順中lL区まちづく,懇談会」へのご出席も重れてお願い

●し上げます.

´
‘

,.1_

令I,81F2月 51.|

人野中地区まちちくり奎敵

会 長  森 逸雄

●櫛 薔の掟出方法

別紙『世 椰苦,に ご記入の うぇ.以下の提出期 1ま でに事務局^提出 (フ ァッ

クス可)して ください.



令||ド 年  ■  日

|●||1名

|ヽ■計名

人∫f中」也区まらう('会議委員1側薔

LI‖・

“

,
|■ 卜仕■

´ りが '`

¨.`

l.所

| T

十il■ l

F.ヽX

まもうくり会議事務局 1大野中まちづくリセンター内〕 永丼

‐ [100-741-0● 5(回 1沐専用) "Ⅸ (0●2-,46-18,5

入
"中

地1茎まらうくり会1"

会長  泰  逸 」|1 熙

次の希「●ういて.令i,8年度大野中,1区まちづくり会緩委員として■職します.

,―ルア ドレス |

※ 変更する場合には.ホ世薦苫を世出する前にご連絡ください.

'`お
.抱協書の提出日及び委員の交代月などについて.ご相談させていただき

ます.

つ
０

■名一ヽ
一

・

―

一

提出先
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交付対●とならない事業について
`|.茨

のとヽ ,で,■

(2)対象事業

本交,金は.市内2,地区を単位に実施される各地区の活性化に資すると認めら

れる次の事業に対して.交付します.

1 地域の助災・防犯に出する

“

業

2 地域の保健・建藪づく咽 造に関する事業

, 地域福祉の電進に出する事業

4 産業や観光の振興に関する事業

o 動 の保凛・保全に聞する事業

0 書少年の健全書成に関する事業

, 地域は 化・伝続の振興に関する
'I葉

= 生懸学習に関するI案

, 噸 ぴ地域活動の
'I幾

億及び広報に関する事業

,0 区が排遭する重点I棠

11 その他聡域のコミ^‐ティづくりを日|〕 とし.区員
':特

|●認ある事業

特に各地区において課題となつている半,の解決に贅すると綺:め られる次の.Yう

た視点を持つ事業については.優先的な交付対象事業と●て取
'極

います.

自治会^の
"、

4●
=

地域にお
=る

猥 的な活動のない手‐
,1

な―■的な活崎^の参加者￢加

地域の公共的な活

"団
体IRの連携強化

まちづく,会議が提示した1せ1,聟憑 の絣濠

政m.宗 政活動又は黛利活動を目的とする事業

交付泄 行 う年製において.絆棋原市が実施する他の補助制度等の

対線と・
=る

0業

政策攘 スは講座等の開能を主たる日
`'と

する事業

潤在.研究を主たる目的とする事業

ただし.地域の活性化に資する事業に繁がる
=1画

があるものを除く

第二着ヽの中 を求める事妻

前各号に掲げるものの1,が.区長が遭些でないと認●′る1,業

(動 品碑ゆ み,'車業のn的 として事1晰き るもの′′D

ヽ
０

令和8年度 地●活性化事業交付金 募集慕領



(3)申 請者の要件

交付金の申請者は.原則として交付金の趣言に台致する事業を行 う0人以上の権

威員で騨 される団体とします.ただし.次に褐 ずるものは.交付金の交付を受ける

ことができません.

■:棲原市暴力団排除条例(平成28年相模原市条例第3,号 .以下 1条例」と,う .)

第 2■第 2=に規定する最調

・法人のう
'・
.代表者又は役員のうちに条例第 2榮第

`■
に規定する羅力団員(以「

「拳力団員」という.)に菫当する者がおるもの

・壼人格を持た●

`い
団体のうち.代表希壽 力団員に該当するもの

(4)'`業の実施期間

当該年度の事業実施期駆 .今′,8年 4月 1,から令和
'■

3月 末とします.

また.同一の事業 岬 報の更新を必要とする事業を除く :例・地域 |:報●′ブ等 1)

に継縄して交付する場合については. ,年を限度とし.区長が適彗と肥あ るよ合は.

最大 5年を限度とします.

(5)… 経費

交付金は.次の経興を交付対象とし.その交付華は. 8年 目までは ,0分の1,

以内とし.4年目は4分の 0以内.6年 目は 2分の 1以内[し ます.

1 事業に要する消耗鍛 .瑯便代等の通信費.印刷製本費等

2 事業を行 う上で必勲 ,●1賓 (交
′1対象者の構成員に対するものを除く.)

怖品購入贅.施設使用料.捌蹴 上料,
, 事業を行

…

等就 熟水費等

4 事業を行 ,上で必要な晏花費場

● イベント諄の開催liに掛ける保険科.鰤 貰崎

0 講薇会等の講師 対する綿 製

7 研修会の旅費驚 研修に要する経費 (交付対象希の拙成員個人の資質向上に

対するものを除く.)

, その他事業遂行に必要な経製.であって区長′|`要 と奎めるもの

楽勧品等て 1駒品 ,方 円を超える財羞にかかる経費の交付率は.,年まで1,オ魚謹費の3分

の 2以内.4年
=は

,分の 1以内. 5年 月li 3,の 1以内とな ,ます.(台帳の作成が必

要●

(0)交付金額

中請される事業について審査を行い.予算の範囲内で交‖対象す業及び交付額を

決定します.

6



令和8年度から制度を一部 見直 しました [

′ 交付年猥を3年から最大 5年までに延長とします.

′ 交綱軍を.8年目まで|ま 10分の 10以内 .4年目は4分の3以内・ 5年目|ま 2分の 1以内と

し.団体疇 業¨ ・自走を応撲します.

・  (2)対 象事業中「, 世 義■び地域活動の情報発信及び広報に関すら事業 |1例 1地区1,自

の子育て支援マップ.地区独自の史跡ツアーマップなどヽloついては.情報の更新を縦綺でき

るよう.交付年限をなくしました.

ィただo.●Iで,●
`受

|ナに年
=●

翌年度

“

燎ヽ軍して
'年=を

経
^し

てい0必,,あ りヽ ●.

(4)交付申請薔の提出方法及び提出先

直接又は郵送で事業を実地する地区のまちつく,セ ンター^ご提出くださヽヽ

※具体的な提出先は.苺集喪領の最幣^―ジをビ覧くヽ さ囁

(2),舗期間

令和 8年 4月 1日 から各地区で定める瘍問

7

4里 ヨ

て,,1,,1,淡

中調.=あたって1,.平前に1'業を冥施する地区のまちづく,セ ン
'一

にご相談 (

′iさ |ヽ

特に■■・
`月

に実施を予定する

`業

.● ついては.交付手続き上.早あ●,ご相談を

お臓いします.

メ具体的な|1鮫先1,.菫業雲傾0最終^―
ジを

`質
(だ き,ヽ

(3)提出書猥

①地域活性化半業郊 金交付中認書 (様式第 1号, ②地域鷹左化ψ黎:伯番

0収新 第■ 01」体概要‖機 0補助奎挙暇要調薔 0嚇 成貝名簿



3_笙査

(1)審査方法

提出先のまちづく
'セ

ンターが苺査基時 審査します.

中請事業の寄資にあたoては.各地区味 ちづく
'会

餞のビ意見を

'1い

ます.

事業後 i後に.次の排 を■出していただきます.

0地城活性化苺賞交付金案ll録告書ゆ10薇式
'②

収支決第暮

鶉 事業博螂 薔 C対象経費に候る傾|【薔等の写し

0写薬その他事業の実施について確認できる彗類

(2,■●■

`! ● ●●

| 1't ll,〕 ●|●

^',|^,■
性

|`|,■ ¨●I
・I案内客が現実性のあるものが

,業 計画の,キームが適りか
・り業|に支が水彙セ彗行する■…適正が

|lt,.`|■'ら 能t‐■||`|.,■,,■ ,●

.半贅
"411お

H[や発展性が
',る

か
・これまでの■■7●のは

'Iが

tがされているか

IL●ユにヽ■t料

■ .t,1■ 1.

, 単.・■ |,.t● り′j

地域活性化事業交付金を活層 して行うた事業については.市曖の方^の 1・』紹介や世

地区^の情報提供を行うための報告会 lt',いて.当腋事業の報告をいただく場合があり

ます.

0_菫皿∠菫 塵

事業ヽ7性に.次年度の交付決定のお考とするため評価

…

す.

一
ヽ
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・地域蘇地の

'“

決やlL域

“
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●

一

団体の1't'1[能●
,

同一●,事業て ,年t以降と′|る 1.のは上t]ωヤ
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決0項 日も加ぇ.hiし ます.

■,|:● 11,|li‖ :や

"晏
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0申:1者

自■_名 .一般社団法人 liて
'●=′

クス

代表者の役職及び臓41■藤 茂樹

代表各
"住

所又は所在地1棒樫原市縁区西欄本 1-1●。
`

担当者連悠光 (氏鳥.電推養号.μX番号.電子メール,

・
,,川耕―,「

“

|-1■1,“2●価10ヽ、●
“"● "

0澤葉名 (事燿の名称を記順してください.)

ど洲,イル トフ,ス

aiDi.E E '+t6t!, htrotsrtFi{1. E

1.1.. :o]tEcrlB,iD4*ft t*tli,
@rErirrhrhi!6f . Enoll:rBEh

_ ●
.=.

地域活性化率彙計画書

1,1



彙奏保口・:ヽ奎事業

.ヨミ・  ―シ■ ■設置や分
=|1指

導を行い.撃境徳凛の向上と持統可能な社会凛 連.

タイし●
=`1学

:]事業

化 元団体(大野キ地こ雖 )による演針 」薬ラィプを当施し_,化交記 学
`●

´場を提供.

.」 治会や小●辛まとの連聾

“

ワークシ■ップやヤランティアなど,

■ナンガ作,.ドリ′●体験なと 手仕事,にや体験学習
'よ

げる.

・青山学院 大学生|=よる多様′
=文

化交流事業.

2`10,0円   Ⅲヽ交|十,■」■■摯｀

10月 ‐コ

||=下 旬

■   =

後援
'|`酎

.市 ‐Ii青す員会,

実■■川

実行姜員|,て .'省
'―

女年
=|,向

||て き番

テラン,晨

´,シ i「り‖―l:布 (1,十校 ‐公民に 色浩会,

F前●―′●●●~.大 T■■i● .

会場レイアウト:t定

`ヽ
.=」

,1月 上旬

■臨■ロュ

実 施 内 審

L二 雪‐■.●

= 
ま|`,

広電綱  (■■争情報,・ タウン=● ―ス ■1,'

|.■ 嗜 ‐ヽ ヽι i■ ttF

jd.t*'nn'Nr|iu&L'fsr.d][.d!r*4

回躙日

●:=`輩貨

・■●範領

0手棠スケジ●―ル (=稀の,`↓
=力=を

主■ tて くださ,,●

〕0月 上旬

11月 デ旬

■ ｀ン ト些日

`方
面 ご我t

2,`tl(',「〕

11



0事業実施の背景や地域の現状と諫題をどのよう1●掟えたが (当腋事業の案施が必要な状況の発生源

にチ●′クしてください.複数回容可増.'

●盲己経識 (自 分でそう感してい0)

●括合,ヽ 〈地域り複数人がそう感している.)

口鶉交 (ア ンケー ト調査や闘き取り欄菫を行oた .,

口先進事例 他 地域や他帯町

“

等で取り組まれている.)

口社会的課題 (‐ ‐―
^や

新闘鰤で語燿になっている.)

●そ●弛 (内奮 1古淵お森公距需定管理

`か
らり和護,あった●め

'検討鋼 や翻漱 研究の内を.先進奉例などの具体的内彗
|

DrEo*ts 5&i< !DallEeis**

. rseoar.E*o1i*,.Ei.!,i

0事業の状況 鱗 事業が既存事業のサ‐‐―アルかテ‐′クしてください.)

●新規    口既存     白と,事業の拡大

過生の地域活性化事業交付金の交村状悦 |□有 (交付年度  年卜 ●舞

他0市0補助制度の交付状況 ,日有 (交付年度  年卜 ●無

12



0重点項日 (当餃

“

稟,1要綱0優先的な対,事業に該当する場合は.その項目10テ‐ックし.具体的

|.内容を記述してください.)

口自指会加入促進

奥体的内零 |

●地域における公共的な指画の担い手薫成

具体的内容 |六事業では.地域住民i'主体的、。関わり.企画・連獄・広報など多様な役割を担う体

器を構襲します.特に小中学生や著者がヽ
`ラ

ンティアとし,参加することで.地域文化や妨災ヽの駆

解を絆める[臓時に.次世代の担い手として戴長する議会を提供 します.さ らに.自 継会や地元団体

との場働を蒟じ.世伏を超ぇた学び合いと奏践の場をつく
'.将

来にわた●て持続可棺な地域活動を

支える人●育成を目指します.

口公■的●
=活

動^の惨加著増加

具体的内磨 |

●地域0公共的な活動団体間の連携強化

具体的輛態 |`“葉では.冑綸会.学技.福祉団体 商店企など多燎|.地域団体メ鶴麟L.企画段

階から滲面する体制を整えます.妨共体験や女化交流.識境保全活動などを逝じ,そ れをれの団体

0強みを生かし合い.模のつながりを凛めます.=う した迪決は.単発のイ |́ン
l・ にとどまらず.地

壌凛題の解決や住民同十の支え合いにつなが,.持続内で強用な地域・ ミ^‐テイ0形減を推進しま

,
日まちづく,会鑢が提示した地域凛電の解決

■体的●害 ‐

O事業実施及び結果0情総発慣方芸 (談 当する現言ヤ●グ_ッ クしてください.複数回箸可健 ,

●地載情報経  0回体の会饉など  ,団 体の本―ム´`―ジ  0新関

"^0情
報証傑

●その他 ( ,ウ ン‐■―ス                    )

0その毯 は 業の実施体制や、●樹′,担 .諄葉実施上の課題 |`どがあれば.記入してください.)

・螢漣

'lh l秩

饉テント設置・看護椰常摯・κ ,配置

書 備体制 1島線管理.混雑蒔入場制限〈東海体育|‖鋤

磯 対ヽ.ミステー,■ン餃置・分,'I徹底 (子ん ボラン,,ア )

■火気管理 1消防署^事前属け出●・シ′|―

"一
体験.!麒体験)

・雨天対応 1当 日7蒔判断.Sヽ,● で告■

・墜華霧(,0台の, 班輸場(紀10告)のため.公共女壺様閣雛 晏

・會楽が大き

…

ため.近鮮住民^の質歯を行,t自 お会会議にお菊予定,

13



団 体 摂 震 調 ●

0口‖の名称

―腋社廟法人 「
=て

なボ,ウ ス

0団体所在地_菫話
`団

体としての所在地

“

塁い■をは.代表者の住晰.籠語を記入,

市在地 相模原市録区西橋本 1‐ 1,‐

“電 話 '5∝ 180'■G“

0団体の目的

地城
=学

校 総 儀をつ′

`ぎ
.手 とも,もぁ 「|=てか |を育む ,1を 甘的 とする一般社 m

法 人.押究学響や不 肇校支撥 .地城イ
^ン

トを.61'て. IIも ,:学修合 |ヽ‐ 0な
',,令

ぅ社

会 ,Hヤ してい 葉,

0_tス 勁霧所

粕晏流市全嵐

0主な活動内害

森究
`:1習

●‐―ディ
=―

ド

…

拙イ｀ンド●全●.'■・ ,支蓼. i ttt■P.仝葉

|“ 島慟ソークン●′
‐

'`ど
をili t.すびと,t,,'● ■●11,itげ ●活動キ行‐てい|

■.

X会釧.こ卜,聾●おう場合に,,.絲||をお

“

iⅢ I■す .

`,に
表電の役磯″》,F`

|、髪理事 踏苺青」

0団体のH●

卜てヽ,|(′′・ w il、11,`,● lo′|,t■ ,,■ ,`′

0全員蚊

5人

0生t繭 分野

口① 優健 .庵療 .福社
●② 社藍姉
●0まちづくリ

ロ④ 観光

OC,農山漱村ヌは中山関地域の燎異
口0学術・文化 .芸術 .スポーツ

□に|.風境保全
口01災害教助
口0地燎安全

口nl人権・平和
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.■■開遇■●)

,1,'′ 年
`月

十 日

0誤 t■月

日↓,目院協力

口⑬ 男女共同0画
●⑬ 子ともの使全吉威

口な'情報化社螢

0(=,科■按市
口GI癬衰満島

口0囃 籠力開発・雇用機圭

0む 拍贅者保護

口輌1非営利着勁斐採

口む|その他 (



〔補助金等の交付を受● 者が記入〕

地漱活性11事皐ま 4́金

,i助 軍業者害の名称 ―,■■日をスはでなホ●クス

,12,4.0● 0円

o,て,

▼ステージイベント(スケジ,―ルに基うく)
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`。
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・焼きマシユマロ体験
"名・まきわり体験

`0名・のこぎり体験
`0名・ヮィッ,F′  ヽガーづくり ,●名

・ジェ,,キヤンド,レづく, `0名
・射的● ″  (E大ぬい0るみ当た,あり)10名
・そ こいま装ブース

…

影),,0名
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・ダイナボアーズコーナーウグピー体験)∞名
v軟食地 域出店
Ⅲ

…
●(ヮッ″疎

=,す
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名店舗 |。。名
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公民館机・綺=の大規模配置(机 ,0台以上.持子A●御以上)

本部テントAつ .●置・音響設置

令和フ年度 補助事業等実績調書

構 効 奎 等 の 名
=ヽ

市 11,イ ル |フエズ,1■ 華 痒 苺 ,,名 iヽ

交 付 金 顧

=菫 奥 顧
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大野中地区まちづくりを考える懇談会 テーマー覧

'●
,t2:´

`F

1=,,,23■ =

平成 24+

'FI■ 2,■ |

■1,,|″ ,イト

令和 2■

.｀和
=「

1 東清掃事鋼 の前地利用について

, 大野台i,区^の交■設置 こうい‐

3 木・ヽれびの差の保製 活用につ|｀t
4 大沼変え点拡|」部の早期tt用 について

〕 地域防災 地 域防災体制の充実にっいて その li防災・減災対策につ

いて」 」

2 呻 防災体制の充実にぅいて その2曖 ■峙の体|1可 づくり」」

=  1自
然県境の保全.その他「木もれびの意の管理及び活用方策につい

て」

●,|    ,●
■ ●    `●

1  1東清掃

“

業所の跡地利用について」

2 「コミュ‐ティ′`ス又は乗合タクシーの導入につい‐」

l Щ 防災「水書等危口 U成の対策について」

2 防犯・交う崚 全「さがみ縦貫適路の湖道に11ウ アクセ ス逝路^の影響 と

対策について,

[相模原il地域防災計前 の見直しについて

'こ

どもの広場」や「́ れあい広!」 の

“

保について
平成 2t,午

1 」■域活世|` 「自卜会清叫
`毅

御と高齢化の1静触 |こついて1

2 防犯・支地安全  1地域の防犯対策について1

3 地域活性化  「畑地かんかい用水略にういて」

千■●2,I 〕 高鯖 の見守 ,・ 子市て景■「児童館・子どもの広場の整

`iiと

確保にう

いて」
.F成 ,,イト

平|,3● 年

]木 bれびの議の保全と活用

2 B工 1方災組織活動に対しての考ぇと支曇について

1 地域の人と人か助け合える体制うくりについて

2 大」li中地区の交通安全対策について

●■
「

●‐ 1 ス代を担う子どもの育成に係る■■の充実|こ ついて

2 災害に強いまらちくり|こついて

1 六りilll地区の防:[|`^|‐

■和 |́に

■■5年

,́'|● .|

旧東消出
「

■葵所跡itの活用について ‐ 中」:(BCP,
※まちちくり会議から市長に要望書を提出

1 大」f中地区の道略網の■‖ |こ つい‐

1 高齢化 .こ伴う買い物支

'と '叫
千つのi工保|`ついて

1 人野中地区の助災に ,́,ヽて

′■′1‐ ■
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